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～明るい幸齢化社会を目指して～

沼田町
まちの 第3号

『これから塾』は、60分の講義と60分の意見交換会が行われます。講師の
先生の講義を聴いた後に、先生や町長を交えて計28名の参加者が5～6名
のチームに分かれ、講義の感想や先生への質問を話し合いました。
チーム毎に質問がまとまったら、講師の先生に質問をし、意見交換を行い
ました。意見交換会は、講師の先生を中心に全員で1つの大きな輪になっ
て行い、活発な意見交換となりました。　　　　　　　　　　　　　　
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第１回  『これから塾』  
開催概要2

沼田町では、まちの医療と福祉、起業、コミュニティなどについて学び、
話し合うための場として『これから塾』を開塾しました。
『これから塾』は、ヒアリング調査、町民説明会、職員勉強会等から「自
分たちが生活する地域を健康で豊かなものにしたい」「ずっと住み続け
られる町にしたい」という意見が多く見られたこと、また若者や女性を
中心に「医療や福祉、健康について勉強し、話し合うところからはじめ
たい」という意見をもとに開塾することとなりました。
『これから塾』は全4回の講座からなり、初回の講座を「健康づくりと運
動・食事」のテーマで旭川医大の住友先生を講師にお招きし、先の4月
中旬に開催いたしました。
その際に、講師の先生や住民のみなさまから、まちづくりに対する考え
方やご意見をお聞かせいただきましたのでその一部をご紹介します。

日時：平成26年4月21日 19時00分～ 
場所：沼田町健康福祉総合センターふれあい1階「すこやかホール」
参加人数：28名

はじめに1

講師の住友先生は、ご自身の出身地
でもある中頓別町で、平成16年から
国民健康保険病院の院長を6年間務
められていました。　　　　
講義では、中頓別町での6年間の院
長時代に地域医療の改革に取り組ま
れた奮闘記や中頓別町ならではの
「地域の資源(自然)を生かした健康
づくり」に取り組まれた活動のお話し
をして頂きました。　　　　　
講義の中では、「持続的な地域医療
を実現するためには、医師だけでな
く住民・行政が当事者意識を持って
行動する必要性があること」や「病気
になる前の健康づくりを町全体で支
え合って行う必要があること」を教え
て頂きました。　　　　　　
次項に講義で使用されたスライドの
一部を掲載します。　　　　　　　
　　　　　

旭川医科大学  住友先生の講義
『健康づくりと運動・食事』3

[テーマ]
 中頓別での医療改革と健康づくり

[中頓別町の基礎データ]

[講師]
 旭川医科大学  住友和弘先生

 -健康づくりと運動・食事-

中頓別町

・人口       ：約2,200人
・高齢化率：31.1％
・病院　　：町立国保病院(50床)　
　　  　　  医師2名(内科、外科)

約170ｋｍ

旭川市


